
ワイ ル ター

呼

び
声
』
(〇
三
)
と

『白

い
牙
』
(〇
五
)
は
高
学
年

の
児
童

に
も

愛
読

さ

れ
て

い
る
。

『
野
性

の
呼

び
声

』
は
カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
の

判
事

邸

で
飼

わ
れ

て

い
た

バ

ッ
ク

が
、

北
方
労

役
犬

と
し

て
売

ら

れ
、
橇

犬

と
し

て

の
厳
し

い
労
働

と
疲

労

の
日

々
を
送

る
う

ち

に
、
そ

の
中

に
眠

っ
て

い
た

野
性

の
本

能

が
呼

び
覚

ま
さ

れ
、

つ

い
に
は

狼

の
群

れ

に
身

を
投

じ

る
姿

を

描

い
た

も

の

で
あ

る
。
他

方
、

『
白

い
牙
』
で

は
野
性

の
狼

と
犬

の
混
血

で
あ

る
ホ

ワ
イ

ト

・
フ

ァ

ン
グ

が
、

バ

ッ
ク

と

は
逆

に
、
人
間

に
飼

わ
れ

る

こ
と

に
よ

っ
て
し
だ

い
に
狼

か
ら
犬

化

し
て

い
く

姿

が
描

か

れ

て

い
る
。
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

(桂

宥
子
)

ワ

　

ワ
イ

ズ

ガ

ー
ド

　

レ

ナ
ー
ド

い
Φ
o
コ
9。
a

亳

蝕
ωσq
費

〇

一
九

一
六
～
　

ア

メ
リ

カ

の
画

家
、

イ

ラ

ス
ト

レ
ー

タ
ー
。

プ

ラ

ッ

ト

・
イ

ン
ス
テ

ィ
テ

ユ
ー

ト

に
二
年

在
学

し

て
退
学
、

商
業
美

術
、

ダ

ン
ス
修
業

の

の
ち

、
児
童

書

の
創

作
、
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
に
転
じ

、
多
彩

な

画
材

、
技

術
を

駆
使

し
、
多

く

の
優

れ

た
作
品

を
生

む
。

『
搴

Q
ト
ミ
隷

厨
ミ
§
織

小

さ

い
島

』
(
一
九

四
七
)
で

コ
ー

ル
デ

コ

ッ
ト
賞

受

賞
。
『
ミ
8
頴

§
§
ひ
む
黜

§
冴

ピ
ー

サ
ブ

ル
氏

絵
を

描
く

』
(五
六
)
の
原

画

は
、
ソ
ビ

エ
ト

、
中

近
東

諸
国

に

て
巡
回

展
示

さ
れ

た
。
　
　

　

　

　
　

(渡
辺
茂
男
)

　

ワ
イ

ル
ダ

ー

　

ロ
ー

ラ
　
イ

ン
ガ

ル

ス

ピ
四
貰
四

ぎ
ひq
餌
=
ω

芝

ま

臼

一
八
六
七
～

一
九
五
七
　

ア

メ
リ
カ

の
作

家
。

ウ

ィ

ス

コ
ン
シ

ン
州

の
開
拓

農
民

の
娘

と

し
て
生

ま
れ
、

子

ど
も
時

代

は
幌
馬

車

で
中

西
部

一
帯

を
渡

り
歩

く
生

活
を
送

っ
た
。

一
八

歳

で
結
婚

し

て
か
ら

は

ミ
ズ

ー
リ
州

に
落

ち

つ
き

、
や

が

て
自

ら

の
少
女
時

代

、
娘

時
代

の
思

い
出

を
も

と

に
し
た
物

語
を

書

き
は

じ
め

る
。

「
小
さ

な
家

」
シ
リ

ー
ズ

が
そ
れ

で
あ

る
。

第

一

作

目

『人

き
な

森

の
小
さ

な
家

』
(
一
九
三
二
)
は

ウ

ィ
ス

コ
ン
シ

ン
の
森

の
中

の
幼
年

時
代

を
活

写

し
た
も

の
で
、

簡
潔

な
語

り

口
な

が
ら
当

時

の
開

拓
民

の
生

活

ぶ
り
を
微

細

に
描
写

し
、

作

者
自

ら

の
像

を

ロ
ー

ラ
と

名

づ
け

て
、
厳

し

い
自

然
と

闘

い
な

が
ら

一
家
を

支

え

て

い
く

両
親

の
姿

を
通

し

て
成

長
す

る
主

人

公

の
あ

り

さ
ま

に
焦

点
を

当

て
て

い
る
。

二
作

目

の

『大

草

原

の
小

さ
な
家

』
(
三
五

)
に
な

っ
て
、
一
家

の
移

住

生
活

が
は
じ

ま

る
。
森

を
抜

け

川
を

渡

る
幾
多

の
苦

難

の
模

様

は
、
作

者

の
現

実

の
体
験
を

背

景

に
し

て

い
る
。

そ
れ
は

『
プ

ラ

ム

・
ク
リ

ー

ク

の
土
手

で
』

(三
七
)
と

い
う

三
作
目

で
も

如
実

に
描

か
れ

て

い
る
。
ロ
ー
ラ

の
姉

メ
ア

リ
ー

に
襲

い
か

か
る
悲

運
を
描

く

『
シ

ル
バ
ー

・
レ
イ

ク

の
岸

辺

で
』
(三
九
)
、
吹

雪
に
さ

ら
さ

れ
る

一

家

を

写
実
的

に
描
く

『
長

い
冬
』
(
四
〇
)
な

ど
は
物

語
作
家

と

し

て

の
ワ
イ

ル
ダ

ー

の
資

質

が

み
ご
と

に
出

た
作

品
。
『大

草
原

の

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ワ イル ト

小

さ
な

町
』

(四

一
)
、

『
こ
の
楽

し
き

日

々
』
(
四
三
)
、
そ

し
て

作

者

の
死
後
発

見
さ

れ
た
草

稿

に
よ

る

『
最
初

の
四
年
間

』
(
七

一
)
は

ロ
ー
ラ

の
独
り

立
ち

と

結

婚

を

扱

う
。

結

婚

の
相

手

は

『
農
夫

の
少
年

』
(三
三
)
に
登

場
す

る
少

年

で
あ

る
。
以
上

九
編

よ

り
な

る

シ
リ
ー
ズ

は
、
主

人

公

ロ
ー

ラ

の
外

面
的

成
長

と
と

も

に
内

面
的
な

成
長
を

緻
密

に
追

い
な

が
ら
、

家
庭

と

い
う

も

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

の

の
在

り
方
を

立
体

的

に
前

面

に
押

し
出

し
た
優

れ
た
家

庭
小

説

に
な

っ
て

い
る
。

と
同
時

に
、
開

拓
農

民

に
支
え

ら
れ

た

ア

メ
リ

カ
建
国

の
精
神

を
浮
き

彫

り

に
さ

せ
て

い
る
点

で
見
逃

せ

な

い
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(定
松

正
)

　

ワ
イ

ル

ド

オ

ス

カ
i

O
ω
o
爰

芝

ま

Φ

一
八

五
四
～

一
九

〇
〇
　

イ

ギ

リ

ス
世
紀

末

の
唯
美

・王
義

の
作

家

で
、
童
話

に

『幸

福

な

王
子
と

そ

の
他

の
物

語
』
(
一
八
八
八
)
の
五
編

、

『柘

榴

の

家

』
(
九

一
)
の
四
編

の
計
九

編

が
あ

る
。
い
ず
れ

も
散

文

の
詩
と

い
う

べ
き
美

し

い
文

章

で

つ
づ
ら
れ

、

ア

レ
ゴ
リ

カ

ル
な

テ
ー

マ
を

も

っ
て

い
る
。

中

で
最
も

よ
く

知
ら

れ
、

完

成
度

も
高

い

の
が

『
幸
福

な
王

子
』

で
、
銅

像

と
な

っ
て
今

人

に
仰

ぎ

み
ら

れ

る
王
子

が
、

こ
の
時

に
な

っ
て

は
じ

め

て
人

々

の
悲
惨

を
知

り
、

ツ
バ
メ

の
助

け
を
得

て
文

字

通
り
身

を

は

い
で
人

々
を
救

う
話

は
、

そ

の
愛

と
自
己

犠
牲

の
テ
ー

マ
が
、
最

後

の
王
子

の

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

昇
天

と
合

わ
せ

て
、
よ
く

「イ

ギ

リ

ス

の
ア

ン
デ

ル
セ

ン
」

と

も

い
わ
れ

る
作
風

を

つ
く

り
出

し

て

い
る
。

ツ
バ
メ

が
夢

に
み

る

は
る

か
な
ナ
イ

ル
川

の
描
写

に
み
ら

れ

る

エ
キ

ゾ

テ

ィ
シ
ズ

ム
、

王

子
と
対
照

的
な

俗
物

の
政

治
家

に
向

け
ら

れ

た
鋭

い
風

刺

も
、

ワ
イ

ル
ド

ら
し

い
も

の
で
あ

る
。

な

お
、

こ

の
愛

と
献

身

と

い
う

テ
ー

マ
は
、
『
わ

が
ま
ま

な
巨
人

』
や

『
ナ
イ

チ

ン
ゲ

ー

ル
と

バ
ラ
』
な

ど
を

は

じ
め
、

『星

の
子
』

『若

い
王

さ
ま
』

『
漁

夫

と

そ

の
魂

』
な

ど

に
も
続

い
て

い
る
。

ワ
イ

ル
ド

の
作

品

に

は
、
キ

リ

ス
ト
教

的
な

テ

ー

マ
や
ア

レ
ゴ
リ

カ

ル
な

意
味

、

そ

れ
に
皮

肉
な

人
間

観
な

ど
も

あ

っ
て
、

そ
れ

は
直
ち

に

子
ど
も

に
理
解

で
き

る
と

は
必

ず

し
も

い
え
な

い
。

し
か

し
そ

の
種

の

モ
チ

ー

フ
は
、
愛

と
自

己
犠

牲

と

い
う

メ
イ

ン

・
テ
ー

マ
と
響

き

合

っ
て
、

子

ど
も

の
心

に
も

お

の
ず

と
イ

ン
パ
ク
ト
を

与
え

る
と

い
え
よ

う
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(谷
本
誠
剛
)

　

ワ
イ

ル
ド

ス
ミ

ス
　

ブ

ラ
イ

ア

ン

しU
ユ
き

亳

ま

ω皇

9

一

九
三
〇
～
　

イ

ギ
リ

ス

の
挿

絵

画
家
。
化
学

を
専

攻
し

、
数
学
教

師
を
経

て
、

絵
画

の
道

に
入
る
。

『
搴

鳴

9
S

ミ

き

簿

黛

ぎ

ミ
這

誉

＼

G
ミ
ミ
ミ
§

オ

ッ
ク

ス

フ
ォ
ー
ド
版

児

童
詩

集
』

(
一
九
六

〇
)
の
挿

絵

を

担

当
。

華

麗

な

色

彩

の

厚

塗

り

の

グ

ワ

ッ
シ

ュ
水

彩
画

法

が
特

徴
だ

が
、

一
般

の
水
彩

の
よ
う

な
透

明
感
を

も

ち
、

細
部

の
描

写

に
優

れ

る
。

『
A
B

C
』
(六
二
)
で

ケ
ィ

ト

・
グ

リ
ー
ナ

ウ

ェ
ー
賞

を
受

け
、

『
と
り

』

(六
七
)
な

ど

　
　

　

　
　

　
　

　
　
ホ
　　　　　　
　　　　　　　　　ホ

動

物
を

好

ん

で
描
く
。
キ

ー
ピ

ン
グ
、
バ
ー

ニ
ン
ガ

ム
と
並

び
、

第

二
次

大

戦
後

の
イ

ギ
リ

ス
絵

本

の
黄

金
期

を
開
く

。

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(藤
森
か
よ
こ
)

　

若
杉

　

慧

齢

け
ぎ
　

一
九
〇
三

～
八
七
(明
36
～
昭
62
)　

小

説

　
　

　

　
さ
と
し

家
。
本
名

恵
。
広

島
県

に
生
ま

れ
、

一
九

二
二
年
広

島

師
範
卒

業
。

四

二
年

『
微
塵

世
界

』

で
文
壇

に
登
場

。
戦
後

は
健
康

的

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ワ カマ ツ シ ス

な

青
春

恋
愛

小
説

を
多
く

発
表

、
代

表
作

『
エ
デ

ン
の
海
』
(
一

九
四
七
)
、

『
青
春

前

期
』

(五
五
)
で

ベ
ス

ト

セ

ラ
ー
作
家

と
な

る
。
五

八
年

写
真
集

『
野

の
仏

』

が
石

仏

ブ
ー

ム

の
発
端

と
な

り

、
以

後
多

数

の
石
仏

関
係

書

を
刊

行
。

七
五
年

『
長

塚
節
素

描

』

で
平
林

た

い
子
文
学

賞
を

受
賞

。

八

五
年

自

伝
作

品

『老

幼
夢

幻
』
を

ま
と

め
た
。

少
年

少
女

小

説

に

『
い
ま
来

た

こ
の

道

』

(五
〇
)
が
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(石
崎

等
)

　
若

月

紫

蘭

肋
朝

き
　

一
八
七
九

～

一
九
六
二
(明

12
～
昭
37
)

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

や
す
じ

劇

作
家

、
演

劇
研

究
家
。

本
名

保
治

。

山

口
県
防
府

市

に
生
ま

れ

、

一
九
〇

三
年

東
京
帝

国
大
学

英

文
科

卒
業

。

〇
八
年

に
万

朝
報

社

に

入
社
、

二
二
年

ま

で
勤
務

、

こ

の
間

に
翻
訳

の
他
、

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

戯

曲
、
劇

評
な

ど
を
発

表
。
一
三
年

(大
2
)
に
メ
ー

テ

ル
リ

ン
ク

の

『青

い
鳥

』
を

わ

が
国

で
初

め

て
完

訳
。

こ

の
翻
訳

は
後

に

岩

波
文

庫

(
一
九
二
九
)
、
岩
波

少
年

文
庫

(五

一
)
に
入
り
広

く
流

布

し

た
。
人

形
浄

瑠
璃
史

の
研

究
家

と

し

て
も

知

ら
れ

る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(冨
田
博
之
)

　
若

林

　

勝

劾
懿

や
し
　

一
九

三
四
～
八
〇

(昭

9
～
昭

55
)　

児

童

文
学

作
家

。
北

海
道
函

館
市

生
ま

れ
。

炭
鉱

の
町
赤
平

で

の

　
　

　
　

　

ホ

教

師
時

代

に
文
学
教

育

・
児
童

文
学

創
作

を

は
じ

め
、

の
ち

に

東
京

で
出
版

社

に
勤

務
す

る
。

文
筆

業

に
転

じ
た

一
九

七
〇
年

創

作

『
ズ

リ
山
』

を
発
表

し
た

が

こ

の
作

品

の
舞

台
と

な

っ
た

赤

平

の
赤
間

炭
鉱

は
七

三
年

に
閉

山
と

な

っ
た
。

現
代

日
本

の

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

や　
ま

現

実

と
人
間

を

み

つ
め

る
目

で
書

か
れ

た

『炭

鉱

よ

い

つ
ま

で

も

』

(
一
九
七
三
)
は
炭

鉱
夫

一
家

の
流

出

と

帰
郷

を
描

い
て
重

い
主
題

と
な

っ
て

い
る

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

(加
藤
多

一
)

　
若

松

賤

子

肋
勲

っ
　

一
八
六
四
～
九

六
(元
治
-
～
明

29
)　

翻

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

か
　
し

訳
家

、
作

家
。

本
名

松

川

甲
子
。

通
称
島

田
嘉
志
。

岩
代

国
会

津

郡
若

松

(現

・
福
島
県
会
津
若
松
市
)
に
会
津

藩
士

松
川
勝

次
郎

の
長
女

と
し

て
生

ま
れ

る
。

一
八
七
〇

年
生

母
病

歿

の
た
め
大

川

甚
兵

衛

の
養
女

と
な

っ
て
横
浜

に
移

り
、

ミ

ス

・
キ

ダ
ー

の

学
校

に
学

ぶ
。

在
学

中

(
一
八
七
七
)
に
宣
教

師

E

・
R

・
ミ

ラ
ー

か
ら
洗

礼
を
受

け
、

キ

リ

ス
ト
教

徒
と

な

る
。
八

二
年

に

フ

ェ

リ

ス
女
学

校
高

等
科

を

卒
業

し
、
同
校

の
英
語

教
師

を
務

め

る
。

八
六
年

五
月

、
紀

行
文

『
旧
き
都

の

つ
と
』

を

は
じ
め

て
若

松

　
　

　
　

　
　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

賤

の
筆

名

で

「
女
学

雑

誌
」

に
寄

稿

し
、
以

後
、

ロ
ン
グ

フ

ェ

ロ
ー
や

ミ

ス

・
プ

ロ
ク

タ

ー

の
訳

詩
、

外
国

の
童

話

・
逸

話

の

翻

訳
な

ど
を

同
誌

に
発

表
。

八

九
年

七
月
、

明
治

女
学
校

の
教

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

頭

で
あ

り
、

「
女
学

雑

誌
」
の
編
集

兼
発

行
人

で
あ

っ
た
巌

本
善

治

と
結

婚
。
病

弱

な
た

め
病

床

で
想
を

練

り
な

が
ら
執
筆

活
動

を

続
け

、

『
お
向

ふ

の
離

れ

』

(
八
九

・
一
〇
)
、

『す

み
れ

』

(
八

九

・
一
〇
)
な

ど

の
創
作

や
、

プ

ロ
ク

タ
ー

の

『
セ
ー

ラ
ー
ボ

ー

イ

』
の
翻

案
小

説

『忘

れ
形

見

』
(
九
〇
・
一
)
、

テ

ニ
ソ

ン
の

『イ

ノ

ッ
ク

・
ア
ー

デ

ン
』

(九
〇

・
一
)
の
翻
訳
な

ど
を

次

々
と

「女

学

雑
誌

」

に
発
表

し
た

。

同
誌

に
お

い
て
、

小
説

は
良

い
玩

具

の
よ
う

に
人

々
の
心

に
影
響

を
与

え
、

社
会

の
矯

風

・
教
育

の

一
助
た

り
得

る
も

の
で
あ

る
、

と

い
う

考
え

を

明
ら

か
に
し

た

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
ホ

の
も

こ

の
こ
ろ

で
あ

る
。
代

表
作

と
な

っ
た

バ
ー

ネ

ッ
ト

の
『
小

公

子
』

の
翻

訳

は
、
九

〇
年

八

月
か

ら
九

二
年

一
月

に
か
け

て

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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「
女
学

雑
誌

」

に
連
載

さ

れ
、

翻
訳

の
巧

み
さ

と
言

文

一
致
体

を

駆
使

し
た

文
章

の
秀
逸

に
よ

っ
て
高

い
評
価

を
受

け

た
。
ま

た
、
九

四
年

ご
ろ

か
ら
は

「
日
本

伝
道

新
報

」

に
英

文

の
作

品

も

寄
稿

し

て
お
り
、

英
文
遺

稿
集

『
巌
本

嘉

志
子

』
(九
六
)
が
あ

る
。
教

化
・王
義
的

と
も

い
わ
れ

る
そ

の
作

風

は
、
キ

リ

ス
ト
教

的
倫

理
道
徳

を
基
盤

と
し

た
、

精
神
性

の
高

い
も

の
で
あ

る
。

九
六
年

二

月
五

日
、
夫

善

治

が
校

長
を

務

め

て

い
た
明

治
女
学

校

が
焼
失

し
、

そ
の
五

日
後

に
持
病

の
肺

疾

に
心

臓
麻
痺

を
併

発
し

て
生
涯

を
閉

じ
た
。

[小
公
子
]
ユ
独
の
　
原
題

ト
ミ
智
卜
◎
ミ

隷
ミ
ミ
貯
§

翻
訳
小

説
。

一
八

九
〇
年

八
月

～
九

二
年

一
月

「女

学

雑

誌
」
に
連
載

。

九

二
年

に
連

載

の
六
回
ま

で

が

『小

公
子

前
篇

』

と
し

て
女
学

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

雑
誌

社
か

ら
、
九

七
年

に
桜
井

鴎
村

に
よ

っ
て
全

編

が
博

文

館

か
ら

刊
行

さ
れ

る
。

原
作

は

バ
ー
ネ

ッ
ト

。
英

国

の
侯
爵

の
遺

児

セ
ド
リ

ッ
ク

が
、
頑

固
で
気

難

し

い
祖

父

の
老

侯
爵

と
と
も

に
暮

ら
す

よ
う

に
な
り
、

そ

の
純
粋

無
垢

な

心

で
老
侯

爵

の
心

を
和

ら
げ

る
ま

で
を
描

い
た
作

品
。

作

品

の
底

流

に
あ

る
児
童

観

と
、

「
せ
ん
か

っ
た
調

」
を

用

い
た
言
文

一
致
体

の
翻

訳
文

に

よ

っ
て
、

児
童
文
学

の
先

駆
的

役
割

を
果

た
す

作

品
と

評
価

さ

れ

た
。

【参
考
文
献
】
山
口
玲
子

『
と
く
と
我
を
見
た
ま
え
ー
若
松
賤
子
の
生
涯
』

(
一
九
八
〇
　
新
潮
社
)
、
若
松
賤
子
刊
行
委
員
会
編

『若
松
賤
子

・
不
滅
の

生
涯
』
(
一
九
七
七
　
共
栄
社
出
版
)　
　
　
　
　
　
　
　
　

(長
戸
優
子
)

　

若

谷

和

子

勧
黎

　

一
九
四

三
～
　

(昭

18
～
　
)

詩

人
。

本

姓

武

井
。
埼

玉
県

与

野
市

に
生
ま

れ
、

上

野
学

園

音
楽
学

部

声

　

　
　

　
　
　

　

　

楽

科
卒

業
。

詩
人

サ
ト

ウ

ハ
チ

ロ
ー

に
師
事
。

中
学

生

の
こ
ろ

　

　

　

か
ら

「
木
曜

手
帖

」
(
一
九
五
七
～
、
サ
ト
ウ

ハ
チ

ロ
ー
・王
宰
)
に
詩

を

発

表
、

将
来
を

嘱
望

さ

れ
る
。

童

謡
集

『
小

さ

い
木

馬

』
(
六

三
)
に
よ

り
、
N
H

K
児
童

文
学

賞
受

賞

(
六
四
)
。
『
心

の

モ
ザ
イ

ク
』
(
七
七
)
ほ
か
抒

情
詩

集
も

多
く

、
ミ

ュ
ー
ジ

カ

ル
の
訳
詩

も

し

て

い
る
。

現
在

N

H

K

の
み

ん
な

の
う

た
を
中

心

に
活

躍
。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

(宮
中
雲
子
)

　

若

山
　

憲

肋
肋
や
ま
　

一
九

三

〇
～
　

(昭

5
～
　
)　

絵

本

作

家

、

評

論
家

。
岐

阜

県

岐
阜

市

美

園

町

に

生

ま

れ

る
。

グ

ラ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

フ
ィ

ッ
ク

デ
ザ
イ

ン
よ
り
童

画

へ
、

さ
ら

に
絵
本

に
進

ん

だ
。

処
女

作

に

は

『
き

つ
ね
や

ま

の
よ

め

い
り

』

(
一
九
六

七
)
が
あ

る
。
『
こ
ぐ

ま
ち

ゃ
ん
絵

本
』
シ

リ
ー
ズ

(七
〇
)
で
知

ら
れ

、
「
幼

児

に
対
す

る
教
育

機

能
と

物
語

る
楽

し
さ
を

融
合

さ

せ
た
」

点

が
評

価
さ

れ

て

い
る
。

現

在
も

旺
盛

な
創
作

活
動

を
続

け

て

い

る
。

他
面

理
論
家

と

し

て
も

一
家

言

を
有

し
、
絵

本
創

作

の
姿

勢
を

「
ひ
ら
め

き
」

に

お
き
、

「
ひ
ら
め
き

」
を

「
あ

た

た
め
」

「
ふ
く
ら

ま
し

て
」
と
主
張

し
、

「
絵
本

の
文

字

は
絵

の
説

明
文

で

は
な
く

、
絵

が
物

語
る

」
、
絵

で
展

開
す

る
絵
本

こ
そ
真

の
絵

本

で
あ

る
と
す

る

「
純
絵

本
」

を
提

唱
し

て

い
る
。

一
九

七
三

年

か
ら

「
月
刊

絵
本

」
に
連
載

し

た

『
わ
か

や
ま

け
ん

の
お

し

や

べ
り
絵
本

講
座

』

は
明
快

で
鋭

い
絵

本
論

と

い
え

る
。

絵
本

の

創
作

指
導

、
講

演
な

ど
積

極
的

に
行

っ
て

い
る
。

著
書

に

『絵

本

の
見

か
た
　

創

り
か

た
』

(
七
五
)
が
あ
る
。
　

　

(和
田
義
昭
)
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若

山

牧

水

惣

鍍

　

一
八
八
五
～

一
九
二
八
(明
18
～
昭
3
)

歌

人
。

本
名

繁
。

宮
崎

県
東

臼
杵

郡

に
生
ま

れ
、

一
九
〇

八
年

早

稲

田
大
学

英
文

科
卒

業
。

尾
上

柴
舟

門

に
歌
を
学

び
、

処
女

歌
集

『海

の
声

』
(
一
九
〇
八
)
を
出

版
。

第

三
歌
集

『別

離
』
(
一

〇
)
で
、
青

春

の
哀

歓

に
満
ち

た
独
自

な
歌

風
を

立

て
、
歌

人
と

し
て

の
位
置

を
高

く
定

め
た

。
第

一
五

歌
集

『
黒
松
』
(三
八
)
の

ほ
か

『
旅
と

ふ
る

さ
と

』
(
一
六
)
な

ど
紀
行

文
も
多

い
。
旅
と

酒
、

音

楽
的

律
動

美

の
歌
人

と

し
て
も
有

名

で
、

夫
人
喜

志
子
も

歌

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ネ

人

で
あ

る
。

大
正

期

の
童
謡

興
隆

期

に

「
金

の
星
閥
金

の
船

」
の

　斎

藤
佐

次
郎

の
慫

慂
を

受

け
て
、

創
刊

号

か
ら
大
正
末

年

ま

で

同

誌
童

謡
欄

に

『
秋

の
と

ん
ぼ
』

ほ

か
五

〇
余
編

の
新
作

を
発

表

し

て
誌
面

に
変

化
を

与
え

、

「
幼
年
詩

」
欄

の
選
者

と
し

て
も

創

作
指

導

に
献
身

し

た
。
作

風

は
素

朴

で

山
野
自
然

の
風

物

の

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

よ

世

界

が
手
堅

い
写

実
法

で
詠

み
込

ま
れ

、
童

謡
史
上

看
過

で
き

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

な

い
功

績
を

画

し
た
。
「
少
年

倶
楽

部
」
な
ど

に
も
作

品
を
寄

せ

、

そ
れ
ら

は
童

謡
集

『
小
さ

な
鴬

』
(
二
四
)
に
ま
と
め

ら
れ
、

『
若

山
牧
水

全
集

』

(五
八
)
に
収
録

さ
れ

て

い
る
。
　

　

(滝
沢
典
子
)

　
枠

物

語

働
麗

の
　

一
つ
の
大

き
な

枠

の
中

で
、

い
く

つ
か

の

物

語

が
語
ら

れ

る
形
式

の
作

品
を

い
う

。
古

く
は
イ

ン
ド

説
話

の
、
愚

か

で
学
問

ぎ
ら

い
な

三
人

の
王

子

の
た
め

に
、
賢

者

が

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

王

者
と

し

て

の
教

育
を

授

け
る
た

め

に
語

っ
た
寓

話
を
ま

と
め

た
と

い
う

『
パ

ン
チ

ャ
タ

ン
ト
ラ
』
(五
編
の
書
)
を

は
じ

め
、
『
ア

ラ
ビ

ア

ン
・
ナ
イ

ト
』

な
ど
も

こ
の
形

式

に
よ
る
物

語

で
あ

る
。

そ

の
中

で

シ

ェ

ヘ
ラ

ザ
ー
ド

に
よ

っ
て
語

ら
れ
た

『
ア

ラ
ジ

ン

と
魔
法

の
ラ

ン
プ

』
や

『
ア
リ

バ

バ
と
四

〇
人

の
盗

賊

た
ち

』

な

ど

は
、
今

で
も

子
ど

も
た

ち

に
喜
ば

れ
る
物

語

と
し

て
残

っ

て

い
る
。

ま

た
、

そ

の
後

の
創
作

児
童

文
学

と
何
ら

か

の
か

か

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ネ

わ

り
を

も

つ
も

の
と
し

て

は
、
イ

タ
リ

ア

の

ス
ト

ラ

バ

ロ
ー

ラ

の

『蕁

§

ミ

き

ミ

た
の
し
い
夜
』
や
、
澄
ジ
止

の

『ご

§
ミ
◎
§

ミ
ミ

ミ
篤
お
話

の
お

話
』
な

ど

の
昔
話
集

が
あ

る
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

そ
し

て
こ
れ

ら

は

い
ず

れ
も

、

フ
ラ

ン
ス
の

ペ

ロ
ー
や
ド

イ

ツ

ロ
マ

ン
派

の
作
家

た
ち

に
、
さ
ま

ざ
ま
な

影
響

を
与

え
た

。
『
卜
o

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ペ
ン
タ
メ
ロ
リ
ネ

ミ
ミ
o
魯

勘

ミ

ミ
爵

に

は

『五

日
物

語
』

と

い
う

呼

び
名

も

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(安
藤
美
紀
夫
)

　

ワ

ス
ネ

ツ
ォ

ー
フ
　

ユ
ー
リ
イ

・
A
　

δ
冒
§

曽

奚
8
畠
§

切
9
畠
賃
o
国
　

一
九
〇
〇

～
七
三
　

ソ
ビ

エ
ト

の
画
家

。
ロ
シ

ア
共

和

国

の
ヴ

ィ
ヤ
ト

カ

(
現
キ
ー

ロ
フ
)
生

ま

れ
。

レ

ニ

ン
グ

ラ
ー

ド

の
美

術

ア
カ

デ
ミ
ー

で
学

ぶ
。

ロ
シ
ア
民

話
な

ど
を

テ
ー

マ

と
し
た

絵
本

、
絵

画
、

リ
ト

グ

ラ

フ
な

ど
、

い
ず

れ
も

民
衆

芸

術

の
影

響
を

思
わ

せ

る
温

か
味

の
あ

る
画
風

が
特
徴

。
『
せ
む

し

の

小

馬

』
(
一
九

三

五
)
、

『
ぎ

◎
凉
亀
智

亀

に

じ

』
(六

七

)
、

『
三

び
き

の
く
ま

』

(
三
五
)
な

ど
多

く

の
絵
本

が
繰
り

返

し
出

版

さ

れ
て

い
る
。

一
九

七

二
年
国

家
賞

を
受

賞
。
　
　

(松
谷
さ
や
か
)

　

和

田

古

江

醜

う
　

一
八
八
〇
?
～

一
九
四
五
?
(明

13
頃

～
昭

20
頃
)　

雑

誌
編
集

者

。
本
名

雅
夫
。
大

分
県

の
出
身

、
師
範
学

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　

校

の
卒

業
な

れ

ど
詳
細

は

不
明
。

東
京

社
発

行

の
雑

誌

「
少

女

画

報
」

の
編

集
長

時
代

に
、

投
稿

さ

れ
た
短

編
少
女

小

説

『
鈴

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

蘭

』
を

採

用
し

(
一
九

一
六

・
七
)
、
女
流

作
家

・
吉

屋
信

子
を

世

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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ホ

に
送

り
出
す

。
ま

た
、
同

社

の

「
日
本
幼

年
」

の
編
集
を

も

担

当
、
同

誌
廃

刊
後
、

あ

る
ア

メ
リ

カ

の
絵

雑

誌
を

手
本

に
し

て

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

創
刊

さ
れ

た
絵
雑

誌

「
コ
ド

モ
ノ

ク

ニ
」

の
編
集

長
と

な
り

、

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ

武
井

武
雄
、

岡
本

帰

一
ら

の
童

画
を

普
及

さ

せ
、

自
身

も
童

謡

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

を
書

い
た
。

一
九

三
三
年

、

「
コ
ド

モ
ノ
テ

ン
チ
」
編
集

長
と

な

り
、
数

年
後

に
帰

郷
、
以

後
児
童

文

化
界

よ

り
消
息

を
絶

っ
た
。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

(ア
ン

・
ヘ
リ
ン
グ
)

　
和

田
徹

三

票

ぞ
う
　

一
九
〇
九
～
　

(明
42
～
　
)

詩
人

。
少

年
詩

人
。

北
海
道

余
市

町

に
生
ま

れ
、

一
九

三

一
年
小

樽
高
等

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

か

商
業
学

校
卒

。

翌
年
詩

誌

「
哥
」

を
創

刊
、

詩
人

と

し
て

の
活

動
を

は
じ

め

る
。

「
椎

の
木
」

「
日
本
未

来
派

」
な

ど

に
拠

っ
た

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

後

五
六
年

「
湾
」

を
編
集

創

刊
。

五

二
年

日
本

児
童
文

学
者

協

会

北
海
道

支
部

初
代
支

部
長

。
六

七
年

少
年

詩
集

『緑

の
ア
ー

チ
』

に
よ

り
高

い
評
価

を
受

け

る
。
札

幌
大

谷
短

大
な

ど

で
英

文
学

教
授

を
務

め
た
。

八
四

年
完

結

の

『和

田
徹

三

全
集
』

全

五
巻

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(加
藤
多

一
)

　
渡

辺

浦

人

殆
震

べ
　

一
九

〇
九

～
　

(明

42
～
　
)

作

曲

家
、

音

楽
教
育

家
。

青
森

県
生
ま

れ
。

一
九
三

一
年

、
東
京

音
楽

学

校
卒

業
。

四

一
年
毎

日
音
楽

コ

ン
ク

ー

ル
作

曲

部
門

に

「交

響

組
曲

・
野
人
」

で

一
位
と
な

り

、
文
部

大

臣
賞

を
受
賞

。

戦
前

は
都
内

小
学
校

で
長
く

音
楽

教
育

に
当

た

り
、

戦
後

は

日
本

交

響

楽
振

興
財

団
監
事

、

日
本

民

族
音

楽
協
会

会

長
と

し

て
、
毎

年

海
外
作

曲
家

作

品
を
含

め
た
交

響
曲

コ
ン
サ
ー
ト

の
開

催

に

努

め

る
。

八

五
年
監
修

の
幼
児

向
け
童

謡
集

『赤

い
鳥

青

い
鳥
』

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

は
第

一
六

回

日
本
童

謡
賞

を
受

賞

し
た
。

日
本
童

謡
協

会
常

務

理
事

。

ほ
か
作

曲
作

品

や
著
書

多
数

。
作
曲

家
渡

辺
岳

夫

は
長

男
、

演
出

家
渡

辺
浩

子

は
長
女

で
あ

る
。
　

　

　

　

(河
村
順
子
)

　
渡

辺

三

郎

黎

敦

　

一
九

=

二
～

(大
2
～

)

童

画

家
。

福
島

県

に
生
ま

れ

一
九

三

一
年

ご
ろ
上
京

。
同
舟

社

研
究
所

で

洋
画

を
学

び
、

日
本

水
彩

画

会
、
新

制
作
協

会
な

ど

に
出

品
。

五

〇
年

ご
ろ

よ
り
絵

雑

誌
、
教

科
書

に
執
筆
・。
ユ
ニ
ー

ク
な

フ
ォ

ル
ム
と
色

彩
感

覚

で
頭
角

を

現
し

、
サ

ン
ケ
イ

児
童

出
版

文
化

賞
、

小
学

館
絵

画
賞

、

毎

日
出
版
文

化
賞

な
ど
を

受

賞
。

児
童

文
化

功
労

者

と
し

て
表
彰

さ

れ

る
。
『
お
む
す

び

こ
ろ

り
ん
』
(
一

九
五
九
)
、

『
べ
え
く

ん

』
(
六
九
)
、

『
ね

こ

の
お

し
ご

と
』
(八
〇
)

な

ど
絵
本

、

単
行
本

多

数
。

美
術
家

連

盟
会
員
。
　

(久
保
雅
勇
)

　
渡

辺

茂

男

櫨

樋
べ
　

一
九
二
八
～
　

(昭
3
～

)

児
童

文
学

の
創
作

、
翻

訳
家
。

静

岡
市

に
生

ま
れ
、

慶
応

大
学

文
学

部
図

書

館
学

科
卒

業
、

米
国

ウ

ェ
ス
タ

ン

・
リ
ザ

ー
ブ
大

学
大

学
院

修

了
後

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
公

共
図
書

館
勤

務
、

子

ど
も

の
本

の

　
　

　
　
　

　

ホ

実
態

に
触
れ

、

ス
ト

ー
リ

ー
テ

リ

ン
グ
を

修
得

、
帰

国
後

は
母

校

図
書

館
情

報
学

科
教

授
。

主

と
し

て
ア

メ
リ
カ

の
児
童

文
学

作

品
や

絵
本

の
翻

訳
を

行
う

。
絵

本

『
か
も
さ

ん

お
と

お
り
』

『
ど

ろ
ん

こ

ハ
リ
ー
』
、
童

話

『
エ
ル

マ
ー

の
ぼ
う

け
ん

』
、
評

論

『
セ

ン
ダ

ッ
ク

の
世

界
』

な

ど

の
優

れ
た
訳

業

が
あ

る
。
創

作

で

は
絵
本

『
し

ょ
う

ぽ
う

じ

ど
う

し

や
じ

ぶ
た

』
(
一
九
六
三
)

を

は

じ
め
多

数
、

厚
生

大
臣

賞
を

受
け

た
自
伝

的
作

品

『
寺

町

三
丁

目
十

一
番
地

』
(六
九
)
や
幼

年
向

け

の

『も

り

の

へ
な
そ
う

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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ホ

る
』
(七

一
)
な

ど
多

様
な

活
動

が

み
ら
れ

る

。
石

井
桃

子
、
瀬

田

貞

二
と
共

訳

の

『児
童

文
学

論
』

や

共
著

『子

ど
も

と
文
学

』

を
経

て
新

し

い
児
童
文

学
創

造

へ
の
提

言

を
行

い
、
評

論

『
幼

年
文

学

の
世
界

』
(
八
〇
)
、

『
す

ば
ら

し

い
と
き
』

(
八
四
)
で
独

自

の
主
張

を

展
開
し

た
。

現
在

は
大
学

の
職
を
辞

し

フ
リ

ー
。

一
九

七

七
年
以

来
創
作

を
続

け

て

い
る
幼

児
向

け
絵
本

『
ど
う

す
れ

ば

い
い
の
か
な
』

シ
リ
ー

ズ
は
、

幼

児

の
心
理

や
動
作

を

温

か

い

ユ
ー

モ

ア
と

シ

ン
プ

ル
な

語

り

口

で
み

ご

と

に

表

現

し
、

英
独

仏
中

そ

の
他

の
言

語

に
訳

出
さ

れ

て
国

際
的

な
評
価

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

を
得

た
。

児
童

文
学

の
国
際

交
流

に
努

め

国
際

児
童
図

書
評
議

会

(
I
B
B
Y
)
副
会

長
。
J

B
B

Y

の
設

立

、
I

B
B

Y
東
京
大

会

(
八
六
)
開
催

に
主
導
的

役
割

を

果

た
す

。

八
〇
年

モ
ー

ビ

ル

児
童

文
化

賞
受
賞

。　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

(松
居

直
)

　
渡

辺

波

光

肋
譲

べ
　

一
八
九
六
～

一
九
八
三

(明
29
～
昭
58
)

　
　
　

　
　

　
　

こ　
いち

童
謡

詩
人

。
本
名
虎

一
。
宮

城

県
生

ま
れ

。
ほ
か
に
青

柳
健
哉

、

島
影

翠
、

谷
白
夜

、
藤

波
薫

な

ど

の
筆

名

が
あ

る
。
鉄

道
教

習

所
を

卒
業

、
仙

台
鉄
道

教

習
所
教

官

な
ど

を
経

て
宮
城

県
史

刊

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

行
会

に
関

与

し
た
。

「
赤

い
鳥

」
へ
の
投

稿

か
ら
童

謡

の
創
作
を

は

じ
め
、

一
九

三
〇
年

、
童

謡
集

『
は
ね

つ
る

べ
』
を

出
し
た

。

民
謡

、
詩

、
短
歌

、

民
俗
研

究

に
も
力

を

注
ぎ
、

詩
集

『北
方

の
猟

人
』
(
一
九

一
五
)
、
民

謡
集

『
朝
霧

』

(二
七
)
を

は
じ

め
随

筆
集

な

ど
多
く

の
著
書

が
あ

る
。
　
　

　
　

　
　

　

(畑
中
圭

一
)

　
渡

辺

文

子

劫
鷲

べ

　

わ

た
な

べ

ま

さ

こ
　

　

一
九
二
九
～
　

(昭

4
～
　
)　

漫

画

家

。
本

名
渡

辺

雅
子
。

東
京

都

に
生

ま
れ

、
上

野
学
園

短
大

中

退
。
貸

本
漫

画
を

経

た
後

、
少

女
誌

を
中

心

に

ロ

マ
ン
あ

ふ
れ

る
少
女

漫
画

を

サ

ス

ペ
ン

ス
タ

ッ
チ

で
描

き
、

一
時

代

を
築

い

た
。

『
山

び

こ
少

女
』

(
一
九
五
七
)
、

『
ミ
ミ
と

ナ
ナ

』

(六
三
)
、

『は

だ
し

の
プ

リ

ン
セ

ス
』
(
六
六
)
、

『
サ
・
セ

・
パ
リ
』
(六
七
)
、

『ガ

ラ

ス

の
城

』

(六
九
)
な

ど

の
作
品

が
あ

る
。

(竹
内
オ
サ
ム
)

　

渡
辺

　

温

饕

塘
べ
　

一
八
三
七

～
九
八
(
天
保

8
～
明
31
)　

明

治
初

期

の
翻
訳

者
、
教

育

者
。

幕
吏

の
父

と
と

も

に
長
崎
、

下

田
、
横

浜

と
転

々
し

た
。
本

名

一
郎

、
知

新
と

号
し
、

明
治

初

年

に
温
と
改

め

た
。
蘭

学

を
修

め
た

が
英
学

を

志
し

て
文
吏

と

し

て
維
新
後

も

英
学
教

授

に
当

た

る
。
長
崎

師
範

学
校

長
を

経

て
東
京

外

国
語
学

校

長
、

東
京

府
会

議
員

と
な

り
東
京

市

の
公

職

に

つ
い
た
。

著
述

に
英
学

関

係
書

が
多

い
が
、
児
童

文
学

関

係

で
著

名

な
も

の
は

英
文

『
伊
蘇
普

物

語
』
全

二
巻

(七
二
)
お
よ

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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び

『通

俗
伊
蘇

普
物

語
』
全

六
冊

(七
二
官
許
、
七
三
刊
行
和
綴
、

木
版

一
冊
)
は
、
渡

米
宣

教
師

の
日
本
語

教
授

の
た
め

と
、
大
衆

教

化

に
役
立

て
る
目

的

の
た
め

の
刊

行

で
あ

っ
た
。
(滑
川
道
夫
)

　

渡

辺

与

平

越

噴

　

一
八
八
九
～

一
九

一
二
(明
22
～
明
45
)

画
家
。

旧
姓
宮

崎
。

長
崎

出
身

。
京

都

の
美
術

学
校

卒
業

後
、

東
京

の
太
平

洋
画
会

研
究

所

で
学

ぶ
。

一
九
〇

九
年

、
同

門

の

ホ渡
辺

文
子

(後
年

の
童
画
家
、
亀
高
文
子
)
と
結

婚
。

一
〇
年
、
妻

を
画

題

に
し
た
油
絵

「
ネ

ル
の
着
物

」

が
第
三

回
文

展

に
三
席

で
入

選
。

二
三
歳

で
夭
逝

し
、

本
格

的
な

洋
画

が

少
な

い
こ
と

も
あ

っ
て
、

今

日
は
主

に
出
版

美
術

の
業

績

で
知

ら
れ

る
。
洋

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

こ
ま
え　
　　　　
　　

画
と

俳
画
を

織
り
交

ぜ
た

独
特

の
画

風

の
齣
絵

は
、

竹
久

夢

ニ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ　　　　　　　　　　　　　

な

ど
に
影
響

を
与

え
た

と

い
わ

れ

る
。
博

文
館

の
「
少
年

世
界

」

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ
　　　　　　　　　ホ

「女

学
世

界
」
、
国
学

院

出
版
部

の

「
兄

弟
」

「
姉

妹
」

そ

の
他

の
雑

誌

に
発
表
し

た
絵

の
う
ち

成
人

向
き

の
も

の
は
、
『
ヨ

ヘ
イ

画
集

』

(
一
九

=

)
に
、

児
童

向
き

の
も

の
は

『
コ
ド

モ
』

(
一

一
)
、
『愛

ら

し
き
少
女

』
(
一
三
)
に
収

め

ら
れ

た
。
白

黒

の
齣
絵

だ

け
で
な

く
、
色

刷
り

の
雑
誌

表

紙
絵

や

冂
絵

を

も
描

き
、

ま

　

　

ホ

た
、

巌

谷
小
波

の

『
笛

の
力
』
、
溝

口
白

羊

の

『さ

く

ら
月
』
、

ホ小

川
未

明

の

『赤

い
船
』

な

ど

の
装

丁

・
挿
絵

も

あ

る
。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(ア
ン

・
ヘ
リ
ン
グ
)

　

和

田

　

登

靆

る
　

一
九

三
六
～
　
(昭

11
～
　
)
　

児

童

文
学

作
家

。
長

野
県

に
生
ま

れ
、

県
立

長
野

工
業
高

校

を
経

て
信

州

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

大
学

教
育

学
部
卒

業
。

在
学
中

に
、
は

ま

み

つ
お
ら
と

同
人

誌

「
と
う

げ

の
旗
」

を
創

刊
、

以
来

小
学
校

教

師

の
か

た
わ
ら

同

誌
を
中

心

に
創
作

活
動

を
続

け

る
。

一
九

六
六
年

、

『
虫
』
で

日

本
児
童

文
学

者
協

会
短

編
賞

を
受

賞
。

本
格

的
な

活
動

は

七
〇

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

年
代

以
降

で
、
作

品

は
ノ

ン
フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
的
な

も

の
、
郷

土

　
　
　

　
　

　
　

　

を
描

い
た

も

の
、
少
年

少
女

小

説

の
三

つ
の
系

列

に
分
け

ら
れ

る
。

戦
時

下
、

松
代
地

下
大

本
営

の
建

設

工
事

で
犠

牲
と

な

っ

た
朝

鮮
人

労
働
者

た

ち
を
史

実

を
も

と

に
描

い
た
ノ

ン
フ
ィ
ク

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

シ

ョ
ン

『
悲
し

み

の
砦
』
(
一
九
七
七
)
は
、

異
色

の
戦
争

児
童

文

学

で
も
あ

る
。
映

画
化

さ

れ
た

『青

い
目

の
星

座
』
(
八
〇
)
も

同

系
列

の
作

品
。

郷
土

に
取

材
し

た
も

の
に

『
ち

い
さ

ご

べ

の
ふ

え
』
(七
二
)
な
ど
、
少
年

少

女

の
成
長
を

さ

わ
や

か

に
描

い
た
も

の
に

『
十

二
歳

の
旅
立

ち
』

『
十

二
歳

の
岸

辺

で
』
(
八

一
)
が
あ

る
。

信
州

児
童

文
学
会

会

員
。　

　

　

　

　

　
　

　

(砂
田

弘
)

　
和

田
　

誠

黎

と
　

一
九
三

六
～
　

(昭

11
～
　
)　

イ

ラ

ス
ト

レ
ー
タ

i
、
絵

本
画
家

。

大
阪

府

に
生
ま

れ
、

東
京

で
育

つ
。

多
摩

美
術

大
学

図
案

科
卒

業
。

絵
本

の
絵

は

『あ

な

』
(
一
九
七

六
)
、

『
と
お

る
が

と
お

る
』
(七
六
)
、

『
せ
か

い
は

ひ
ろ

し
』
(七

八
)
、
『
こ
れ

は

の
み

の
び

こ
』
(七
九
)
、
『
け
ん

は

へ
っ
ち

ゃ
ら
』

　
　
　

　
　

ホ

(八
二
)
な

ど
、
谷
川
俊

太
郎

の
文

の
も

の
が
多

い
。
挿
絵

に
、
『
ぼ

く

は
王
さ

ま
』
(
六

一
)
な

ど
。
丸

い
顔

の
子
ど
も

や

、
曲

線

で
描

か

れ
た
動

物
た

ち

は
、

ど
こ

と
な
く

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
め

い
た

線

の
動
き

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(井
上
共
子
)

　
和

田
義

雄

挨

お
　

一
九

一
四
～
八

四
(大

3
～
昭

59
)
　

児

童

文
学

作
家

。
北
海

道
旭

川
市

に
生
ま

れ
、
空

知
農

業
学

校
中

退
。

一
九
四

六
年

か
ら
四

年
間

、
雑

誌

「
北

の
子
供

」
編
集

長

、

こ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ワ ツ ツ

の
こ
ろ
人

形
劇

団
を

主
宰

。

六

一
年

児
童

文
学

同
人
誌

「森

の

仲
間

」
主

宰

創
刊
。

北
海

道
文

学
館

常

任
理
事

と
し

て
児
童

文

学
資

料

の
収
集

や

展
示
、

さ

ら

に

『
北
海

道

児
童

文
学

全
集

』

全

一
五
巻

(
一
九
八
四
完
結
)
に
力

を

尽
く

し

た
。

童
話
集

『
か
ぜ

を

ひ

い
た
く

ま
』
(五
三
)
、

『白

い
劇

場

』
(
四
九
)
、

『雪

の
花

が

咲

い
た

』

(
八

一
)
な

ど

が
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

(加
藤
多

一
)

　

わ

だ

よ

し

お

み
　

一
九

一
三
～
　

(大

2
～
　

)

劇
作

家

、

絵

本
作
家

、

編
集

者
。

本
名

和

田
義

臣
。

福

井
県

に
生
ま

れ
東

京

で
育

つ
。

早
稲

田
大
学

文
学

部

中
退

。
学

生
時
代

か
ら

劇
作

家

を
志

し
、

は

じ
め
商

業
演

劇

の
脚
本

を
書

く
。
創

立
当

初

の

東

宝
、

戦
後

、

誠
文
堂

新
光

社
な

ど

に
勤
務

の
の
ち

、
児

童
劇

作

家
、

絵
本

作
家

・
制

作
者

と
な

る
。

児
童

劇
関
係

の
著

書

に

は
脚
本

『
あ

べ
こ

べ
物

語
』
(
一
九
五
二
、
劇
団
東
童
上
演
)
、

『
脚

本

の
書

き
方

』

(五
三
)
な
ど

が
あ

り
、
劇

団

束
童

上
演

の
脚
本

『
よ

だ
か

の
星

』

で
は
第

一
回
読

売

児
童
演

劇
祭

の
最
優

秀
賞

　
　
　

　
　

　

ホ

を
受
賞

(
五

一
)
、
宮

沢
賢

治
原
作

、
わ

だ
脚
色

に
よ

る

こ
の
脚
本

は
、
学

校
演

劇

脚
本
集

に
掲
載

さ
れ

、
小
学

校
や
中

学
校

で
広

く
上

演
さ

れ

る
。
そ

の
後
、
絵

本

の
制
作

に
当
た

り
、
『ち

ち

ん

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ぷ

い
ぶ

い
』
(七
六
　

若
山
憲
絵
)
、

『ろ

ば

の
く
う

す

け
』
(
七
七

く
ぼ
た
か
し
絵
)
、

『
わ
た

し

の
あ

っ
こ
ち

ゃ
ん
』
(七
八

な
ら
さ

か
と
も

こ
絵
)
、

『
あ

か

べ
こ

の
お

は
な

し
』
(
八
〇
　
わ
か
や
ま

け

ん
絵
)
、

『も

し
も

し
ブ

ー

タ

ン
で
す
』
(八
三
　
な
ら
さ
か
と
も

こ

絵
)
な

ど
多
く

の
作

品

が
あ

る
。
J

U
L

A
出
版
局
代

表
を

務

め

る
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

(小
池
タ
ミ
子
)

　
わ

た

り

む

つ

こ
　

一
九

三
九
～
　

(昭
14
～
　
)　

児
童

文

学

　
　

　
　
　
わ
た
り

作
家

。
本

名
亘

理

(結
婚
後
は
池
田
)
睦

子
。
宮
城

県
刈

田
郡
白

石

町

(現
白
石
市
)
に
生

ま
れ

る
。

一
九
六

二

年
東

京
女

子

大
学

卒

業
。

在
学

中

よ
り

児
童
文

学
創

作
を

志

し
、
卒

業
後

、
児

童
文

学

同
人

「
バ
オ

バ
ブ
」
を

結
成

す

る
。

六
三
年

に
結

婚
し

、

そ

の
後

二
年

間

ア

ラ
ス
カ

に
在
住

す

る
。

ア
ラ

ス
カ
を

舞
台

と

し

た

『
ヘ
イ

!
ア

ラ

ス
カ

の
と

も
だ

ち
』
(
一
九
七

一
『
ア
ラ
ス
カ
の

七

つ
星
』
と
し
て
出
版
)
で
七

〇
年

に
毎

日
新
聞

第

二

〇
回

児
童

小

説

に
入
選

し
、
以
後

、
『
い
ち

ご
ば
た

け

の
ち

い
さ

な

お
ば
あ

さ

ん
』
(七
三
)
、

『
お
す

ま
し

が
あ

こ
ち

ゃ
ん

』
(
七
九
)
、

『
防
波

堤
』
(八
三
)
な

ど

の
作

品
を

次

々
と
発

表
。

ま
た

、
同

人
誌

「
バ

オ

バ
ブ

」

に
七
五

年

か
ら
連

載
さ

れ

た

『
は
な
は

な

み
ん

み
物

語
』
(
八
〇
)
に
よ

っ
て

サ

ン
ケ
イ
児

童
出

版
文

化
賞
を

受
賞

。
小

人
世
界

の
争

い
と
滅

亡
、
復

活
を

描

い
た
作

品

で
、
『
ゆ
ら
ぎ

の

詩

の
物

語
』

(
八

一
)
、

『
よ

み

が
え
る
魔

法

の
物

語
』

(八
二
)
と

続

き

、
三
部

作

と
し

て
完
結

し

て

い
る
。　

　

　

　

(長
戸
優
子
)

　

ワ

ッ
ツ
　

バ
ー
ナ

デ

ィ

ッ
ト

しU
臼
づ
巴

簿
8

髫

象
房

一
九
四

二
～
　

絵
本
作

家
。
イ
ギ

リ

ス
、
ケ

ン
ト

の
美
術
学

校

で
学

び
、

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

美
し

い
水
彩

画
絵

本

で
著

名
な

ワ
イ

ル
ド

ス
ミ

ス
に
師

事
、

パ

ス
テ

ル
を
主

に
そ

の
華

麗
な

画

風
を

継

い
で

い
る
。

『赤

ず

き

ん
』
(
一
九
六
八
)
ほ
か
グ

リ

ム
絵

本

が
数
冊

に
及

び
、
ワ

ッ
ツ
絵

本

の
特
色

を
成

す
。

ま
た

挿
絵

を
描

い
た

『
コ
ケ

コ

ッ
コ
』
(六

九
)
、

『
お
じ

い
さ

ん

の
小
さ
な

庭
』
(八
五
)
、
自

作

の
絵
本

『
ひ

と
り

ぽ

っ
ち

の

ハ
ン
ス
』
(六
九
)
、
『
お
か
あ

さ

ん

の
か
え

る

ひ
』

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ワ トキ ン ス ヒ

(七
五
)
、

『毛

な

が

の
ぞ
う

ト

ビ
ア

ス
』
(七
八
)
な

ど
美

し

い
絵

で
愛

の
心

を
描

い
て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

(森
久
保
仙
太
郎
)

　

ワ
ト
キ

ン
ズ
"
ピ

ッ
チ

フ
ォ
ー
ド

　
D

・
J

U
Φ
ξ

ω
冒

ヨ
Φ
ω

芝

讐
亂
コ
ω
-勺
凶9
ゴ
ho
a

一
九
〇
五
～
　

イ

ギ

リ

ス

の
作

家
、

挿

絵
家

。
イ

ン
グ
ラ

ン
ド
中
部

に
生

ま

れ
る
。

少
年

期

は
病
弱

で

家
庭

学

習
と
自

然
を
友

に
育

つ
。

王

立
芸
術

大
学

で
学

び
、

パ

ブ

リ

ッ
ク

・
ス
ク
ー

ル
の
名

門

ラ
グ

ビ
ー
校

で
美

術

の
教

師
を

す

る
。

少
年
時

代

か
ら
親

し
ん

で

い
た
田

舎
を
舞

台

に

『あ

な

ぐ

ま

ビ

ル

の

ぼ

う

け

ん
』

シ

リ
ー
ズ

(
一
九

五

七
～
六

九
)
や

『
リ
ー

パ

ス
』

(六
二
)
な
ど

を

B

・
B

の

ペ
ン

・
ネ
ー

ム

で
発
表

し

、
ど

れ

に
も
本
名

で
挿

絵

を
添

え

て

い
る
。

『
搴

鳴
　
ト
ミ
鳶

O
§

言
ミ
§

灰
色

の
小

人
た

ち
』

(四
二
)
で

カ
ー
ネ

ギ
ー
賞

受

賞
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(吉
田
新

一
)

　

　

　
　

　
　

　

ホ

　

笑

い
話

數

い

昔

話

の
中

で

と
く

に
笑

い
を

テ
ー

マ
に
し

た

話
。

人

や
動
物

の
機
知

・
ユ
ー

モ
ア
、

あ

る

い
は
愚
行

を
話

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

題

と
し

、

ほ
と
ん

ど
単

一
の
モ
チ

ー

フ
か
ら
成

る
。

笑

い
話

の

概

念
規

定
、
分
類

は
学

者

に
よ

っ
て
異
同

が
あ

る

が
、
愚
人

譚
、

誇

張
譚

、
巧

智
譚
、

狡
猾

譚

の
四

つ
に

分
類
す

る

こ
と

が
妥
当

と
考
え

ら

れ
る
。
愚
人

譚
は

、
愚

か
村

、
愚
か
聟

(息
子
)
、
愚

か

嫁

(娘
)
、
愚
か
な

男
な

ど
、
愚

行
を

話
題

と
す

る
。
誇
張

譚
は

、

　

　

　
　

ホ

い
わ

ゆ
る

ほ
ら

話
。

「
鴨

取
権

兵
衛

」
の
よ
う

に
極
端

に
空

想
的

な
喜
劇

的

な
話
。

巧
智
譚

は

「
和
尚

と

小
僧
」

の
よ
う

に
智
恵

　

　

　
　

　
　

　

ホ

比

べ
、

業

比

べ
の
と
ん

ち
話
。

狡
猾

譚

は
、

「
吉

五

の
天
昇
り

」

「
俵
薬

師

」
な

ど
に
代

表
さ

れ
る

お
ど

け
者

や
狡
猾

者

の
話
。

非

現
実
的

要
素

の
濃

い
昔

話

に
比

べ
、

ほ
と
ん

ど

の
笑

い
話
は

現
実

生
活

に
根
ざ

し
、

愚
か
村

話
な

ど
は

実
在

の
村

と
結

び

つ

い
て
世
間

話

的
な

傾
向

を
も

つ
こ
と
が
あ

る
。

ま
た
歴

史

上

の

人
物

、
実

在

の
人
物

を
主

人
公

と
す

る
よ
う

な
笑

い
話
も
多

く
、

即
興
的

な
語

り
方

も
よ

く

み
ら
れ

る
。　

　

　
　

　

(西
郷
竹
彦
)

　

わ

ら

べ
唄

麓

べ

子

ど
も

の
保
持

す

る
民

俗

文

化

。
童

唄

(歌
)
と
表

記
す

る

こ
と
も
あ

る
。

子
ど

も

が
歌

う
歌

を

総

称
す

る
場
合

も
あ

る

が
、

一
般

的

に

は
遊
び
を

中

心
と
し

た
生

活

の

中

で
、

親
や

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
友

だ
ち
な

ど

か
ら
伝

承
さ

れ
た
り

、
遊

び
仲

間

に
よ

っ
て
自

然
発

生
的

に
生
ま

れ
た

子

ど

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

も

の
遊

戯
歌

の
こ
と
を

い
う

。
近

世
か

ら
近
代

に
か
け

て
は
童

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ネ

謡
と
同

義

に
使

わ
れ

て

い
た
が
、

北
原
白

秋

ら
が

一
九

一
八
年

　

　
　

　
　

　
　

　
　

(大

7
)
に
は

じ
め

た
童

謡
運
動

以
降

、
大

人

が

つ
く

っ
た

歌

で

創
作
童

謡

と
呼

ん

で

い
た
も

の
が
童
謡

と
さ

れ
、
自

然
童

謡
、

伝
承
童

謡

と
呼

ん

で
区
別

し
て

い
た
も

の
が
わ
ら

べ
唄

と
し

て

定

着

し

て

い
る
。

民

俗
音
楽

の

一
種

で
あ

り
、

世
界

各
地

に
さ

ま
ざ
ま

な

わ
ら

べ
唄

が
存
在

し

て

い
る
が
、

そ

の
性

格

は
そ

れ

ぞ
れ

の
地

域

の
生
活

、
言

語
、

社
会
や
文

化

の
あ

り
よ
う

に
深

く
影
響

さ

れ
き

わ
め

て
多
様

で
あ

る
。

ま
た

子
ど
も

の
生
活

と

密
着

し

て

い
る

た

め
に
、

生
活
自

体

が
変

化
す

れ

ば
、

わ
ら

べ

唄

の
内

容

も
在

り
方

も
変

化
す

る

こ
と

に
な

る
。

遊

び
方

が
変

わ
れ

ば
、

そ

の
た

め

の
歌

も
変

わ
り
、

そ

の
遊

び
が
消
滅

す

れ

ば
、

そ
れ

に
関

す

る
歌
も

歌
わ

れ
な
く

な
る

性
格
を

も

っ
て

い

る
。
歌

詞

や

メ

ロ
デ

ィ
が
変
わ

っ
た

り
、
新

し

い
わ
ら

べ
唄

が

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ワ ン ケ リ

生
ま

れ

る

こ
と
も

多

い
。

そ

の
場

合

、
伝
統

的
な

詞
型

や
旋
律

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

を
利

用
す

る

こ
と
が
多

い
が
、

コ

マ
ー

シ

ャ

ル

・
ソ

ン
グ
な

ど

子

ど
も

た
ち

の
周
辺

に
あ

る
音
楽

様

式
を

自
由

に
取

り
入
れ

る

こ
と
が
あ

る
。

伝
承

を
基
盤

に

し

て

い
る
た

め
に
、
伝

統
性

が

強

い
こ
と
は
否

定

で
き
な

い
が
、

定

型
化

し

た
も

の
で
は
な

い

の
で
、
定

義
も

柔
軟

に
考

え
る

必
要

が
あ

ろ
う

。

【参
考
文
献
】
小
泉
文
夫
編

『わ
ら
べ
う
た
の
研
究
』
(
一
九
六
九
　
わ
ら
べ

う
た
研
究
刊
行
会
)、
町
田
嘉
章

・
浅
野
建
二

『
わ
ら
べ
う
た
』
(
一
九
八
三

岩
波
書
店
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(大
畑
祥
子
)

　

ワ

ン
ゲ
リ

　

ス
ピ
リ
ド

ン

・
C
　

6
目
唇
言

o
臥
6
器
自
臣
o
臣
`

ゆ
臣
門
o莓

　

　
一
九
三
二
～
　

ソ
ビ

エ
ト

の
児

童
文

学

作
家
。

モ

ル
ダ

ヴ

ィ
ア
共
和

国

の
農

村

で
生
ま

れ

、
首

都
キ

シ

ニ
ョ
フ
の

教

育
大

学
を

卒
業
。

小
学

校

の
先

生
な

ど
を

し
た
後

、
執
筆

活

動

に
入
る
。

モ
ル
ダ

ヴ
ィ
ア

の
農
村

を

舞
台

に
グ

グ
ー

ツ

ェ
少

年

を
主

人

公

に
し
た
詩
情

豊

か
な

短
編

連
作

集

『
グ
グ

ー

ツ

ェ

の
小

さ
な

ぼ
う

け
ん
』
(
一
九
六
七
)
で
認
め

ら
れ

、

一
九

七
四
年

に
国
際

ア

ン
デ

ル
セ

ン
賞
オ

ナ
ー

リ

ス
ト

に
選
ば

れ

る
。

ほ
か

に
中

編
童

話

『
野
ば
と

村

の
長
ぐ

つ
ぼ
う

や
』

(
八

一
)
な

ど
多

数
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(松
谷
さ
や
か
)
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